南モンゴルのHugo Dummett斑岩銅 金鉱床の研究-特にSEM-CLの画像と流体包有物のマイクロサーモメトリーについて- by Sanjaa Myagmarsuren
Hugo Dummett porphyry Cu-Au deposit, South
Mongolia with special emphasis of SEM-CL
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論 文 内 容 要 旨
Abstract
INTRODUCTION
TheHugoDu- etpolphyⅣ Cu-Audepositcontains1.08% copper(1.16biliontomesintotal)and0.23
g/tgold.Copper-goldmineralizationsatthisdepositarecenteredonahigh-gradecopper(typicaly>2.5%)






Cathodolum inescence (CL)analysisusing scanning electron microscope (SEM)and fluid inclusion





































































































は本地域の鉱床の温度圧力などの記録の解読 とテク トニックな変形の記録を解読 した. Sanjaa
Myagmarsurenの研究以前にはこれらの岩石についての詳細な研究は皆無であり､斑岩銅鉱床の形成され
た温度､鉱物の晶出順序､テクトニックな記録などを調べた研究は皆無で､鉱床の生成の温度､圧力の見
積 もりの根拠は甚だ しく不確実なもので､生成のモデルも説得力を欠 くものであった｡ Sanjaa
Myagmarsuren鉱床の形成時期が､連続してか独立してかば不明であるが最低限3回の大きなイベントが
あった事を明らかにした｡その結果を鉱物の組み合わせと整合性がとれるようにして､地域全体の斑岩銅
鉱床の鉱物の晶出順序を求め､HugoDum et鉱床の形成順序が全く新しく組み立てられた｡またこれに
従って､各火成岩体が持っている物理化学的な記録を液体包有物の記録を解読し､HugoDum etの斑岩
銅鉱床の形成過程は独特である事が示された｡HugoDum etのような斑岩銅鉱床は他に発見されておら
ず､モンゴル火成岩ベルトの南部の地質構造形成に大きな制約を与えると想定される｡HugoDum et斑
岩銅鉱床は中国朝鮮半島の地殻に密接に伴って出現したもので､中国朝鮮半島の地殻側には現在と同じよ
うな明瞭な沈み込み帯がかつて存在していたことが示されている｡同様の地殻がシベリア大陸側にも存在
していたというモデルが提案されているが､そこにHugoDummetのような銅斑岩鉱床が存在する理由は
明らかにされていない｡中国朝鮮半島側の地殻とシベリア側地殻がはさみのように閉じるときに伴って出
現する火成岩は現代の島弧の火成岩と様々な点で異なっている事が示されており､SanjaaMyagmarsuren
はHugoDummet銅斑岩鉱床のような鉱床は地殻が島弧地殻から､徐々に大陸的な地殻に変化していった
時に形成されるものとして提案 し､学会や発表論文によって指示を得た｡以上のように Sanjaa
Myagmarsurenは自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示した｡したがっ
て,SanjaaMyagmarsuren提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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